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意見対立のまま終了！
会社は社員の苦労に応える気はなし
年末手当再申し入れ団交は決裂

本部は本日、２０２１年度年末手当第４回団体交渉（再申し入れ団交）を開催しま

した。この団体交渉は、１１月５日に示された２．２ヶ月という回答が低額であると

して、回答日当日に申し入れたものです。

今団体交渉にあたり、ＪＲ東労組本部から『檄』が届きました。

本部は「赤字幅は改善している。３．５ヶ月出せる体力はある。会社は業績連動型

ではないとしているが、結局赤字を理由に抑え込んだことを見ても、会社は業績連動

型と認めたことになる。安定的支給ベースは２．９ヶ月と言ったのは会社であり、ま

るで詐欺だ。リニア工事で事故が相次いだ。直ちにリニア建設を中止して、満額回答

せよ。役員報酬は巨額すぎる。９０％返納しても良いくらいだ。役員があぐらをかい

て、社員がバカをみることは許さない。コロナ禍で苦労している社員の期待に応えよ。

ローンなどの返済に加え、物価上昇

で生活は苦しくなっている。利益剰

余金を切り崩すべきだ」などと主張

しました。

これに対し会社は、赤字を楯に全

て言い訳に終始し、意見対立のまま

団体交渉は決裂しました。

本部は、持ち帰り検討としました。


